
電子マニフェストの運用事例
〔処理業者〕加山興業株式会社
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1. 会社概要

商 号： 加山興業株式会社

設 立： １９６１年（昭和３６年）11月1日

所 在 地： 本 社： 愛知県名古屋市熱田区南一番町15番5号

豊川営業所： 愛知県豊川市南千両二丁目1番地

代 表 者： 代表取締役 加山順一郎

事業内容 ： 産業廃棄物収集運搬業・処分業

特別管理産業廃棄物収集運搬業・処分業

一般廃棄物収集運搬業・処分業

解体業

資 本 金： 5,000万円

従 業 員： ７７名（男性５９名・女性１８名） （2014年1月10現在）
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拠点 豊川市紹介～愛知県東部～

豊川市

位置： 日本のほぼ真ん中の都市

名所： 豊川稲荷（三大稲荷）

第8回B‐1グランプリin 豊川開催

（2013年11月9・10日）

人口： 日本人‐約18万人

外国人‐約5千人 （2013年11月統計）
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業務エリア

• 愛知県を拠点に、岐阜県、静岡県、三重県にまたがり皆様
のニーズにお応えすべく業務を行っております。

• 一般廃棄物から産業廃棄物に至るまで、廃棄処分に関する全てを
ご提供いたします。
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収集運搬業務

10ｔ ： フックロール ５台 ・パッカー車 １台

6ｔ ： ダンプ １台

4ｔ ： 平ボディ ５台 ・パッカー車 2台

フックロール ９台 ・ ユニック ２台

2ｔ ： フックロール ２台 ・ ダンプ １台

冷凍冷蔵車 ２台

普通車： バン 3台



2.環境への取り組み
環境を守ること・自然に還すこと・生活の中に活かすこと

可能な限り リサイクルに努めます。

ゴム再生プラント

RPFプラント

風力発電

焼却プラント

リサイクルプラント

太陽光発電システム

蛍光管再生プラント
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● 低炭素社会を目指して
CO² 排出抑制に取組み

・CO² 削減目標とした
社会貢献プログラム支援への参画

・排出量取引の国内統合市場の
試行的実施に参加

・自然エネルギーの有効活用

風力発電システム

事務所、工場のＬＥＤ化（２０１２年5月設置）

太陽光発電システム （２０１２年5月設置）
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適正処理への取り組み

● ＩＳＯ１４００１ （２００５年3月認証取得）

環境マネジメントシステムに関する国際規格

● ＯＨＳＡＳ１８００１ （２０１０年3月認証取得）

業務上の労働安全と衛生に関するリスクを適切に分析・管理し、

労働安全衛生マネジメントシステムの継続的改善に取り組んでいきます。

２０１３年９月統合・・・ＩＭＳマネジメント

● ＧＰＳ管理

収集運搬車両全てにＧＰＳを搭載

収集物の流れをトレースし、徹底管理しています。

● Ｗｅｂカメラ設置

処理風景を排出業者の皆様にご覧頂けるよう、

各プラントにカメラを設置し、Ｗｅｂ上で公開しおります。



お客様に安心して頂けるツールの活用
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デジタコ、ＧＰＳの導入
◎ 廃棄物の軌跡を記録

◎ 国内排出取引試行スキームへ参加 環境省受託事業

『ＣＯ2削減目標達成の為のツールとして活用』

「収集運搬車輌の燃費向上」

ＷＥＢカメラの導入
◎ お客様への適正処理の証明
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● 自然エネルギーの有効活用

◎ 風力発電システム （２００７年設置）

小型風車３基による発電

夜間照明へ利用

◎ 焼却施設を利用したフロン破壊処理の導入

フロン類破壊業許可 （２０１０年３月取得）

温暖化ガス削減に貢献

お客様に安心して頂けるツールの活用

◎ 太陽光発電システム （２０１３年２月設置）

リサイクルプラント屋上に46.36kW 太陽光発電

◎ 事務所、工場のＬＥＤ照明導入 （２０１２年5月設置）

蛍光灯タイプ・・・事務所・ＲＰＦプラント

水銀灯タイプ・・・リサイクルプラント
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お客様に安心して頂けるツールの活用

● 地域への取り組み

◎ ナゴヤメッセ出展への参加

名古屋商工会議所主催

◎ 地元小学校における環境教育

毎年継続的に地域の小学校へ出前授業

◎ 地域へのコンプライアンス

悪臭防止・・・携帯式臭気測定器を使用

粉塵防止・・・防護、粉塵対策ネットやグリーンベルトにより対策

◎ 地域美化活動

2004年から実施今年で10年間の継続活動

・ 毎朝５分間の工場周りの清掃活動

・ 月に１回、範囲を広げての１５分間清掃
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3. 電子マニフェストの導入の利用状況

2006年 ・ 当社JWNET加入

◎収集運搬業者

◎処分業者 （処分報告機能＋２次登録機能 A料金）

・ EDI方式を利用したASP事業者の対応

（建設系・医療系・製造系システム）

2010年 ・ Ｗeb方式で複数のＰＣ対応可能

事務処理効率UP
2010年 ・ 電子マニフェストシステム普及促進事業参加

操作説明会でインストラクター派遣

2013年 ・ 11月～二次マニフェストの電子登録開始

（普及率７０％→2014年４月 ９０％目標）
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4.電子マニフェストの運用方法

• 一次マニフェストの運用の流れ 〔収集運搬〕



Presentation.15

• 当社専用 受渡確認票 （複写式）活用

紙マニフェストの返却送付状

〔 当社 販売システムにて管理 〕

電子マニフェスト運用時

〔 当社 ４枚複写式 受渡確認票 〕

電子マニフェスト運用時

〔 当社 ４枚複写式 受渡確認票 〕
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• ＪＷＮＥＴ 受渡確認票 使用の場合
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電子マニフェストの運用方法

• 一次マニフェストの運用の流れ 〔中間・最終処分〕
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電子マニフェストの運用方法
• 二次マニフェストの運用の流れ
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2012年度 廃棄物量
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電子マニフェスト化の進捗
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電子マニフェスト化の進捗
当社　廃棄物種類別　構成比
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電子マニフェスト化の進捗
当社搬入　排出事業者の業種別登録件数の構成比

（平成25年　登録件数）

サービス業・その他,
2.5%処理業者, 1.8%

建設業, 50.3%

医療・福祉, 23.9%

製造業, 19.2%

卸売業・小売業, 2.3%
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5.電子マニフェストの導入のメリット

① 事務処理の効率化

・マニフェストの保存が不要（保管ラック 8ヶ→現在 6ヶ）

・紙マニフェストの照合確認作業、返却作業軽減

② コンプライアンス（法令順守）

・マニフェストの記載内容漏れ、間違いがなくなる

・マニフェストの紛失の心配がない。

・B2,D,E票の返却遅延有無の確認が容易になる。

・産業廃棄物管理票交付等状況に関する報告不要

③ データの透明性

・情報処理センターが管理・保存、セキュリティ万全

・電子データのCSV抽出、集計、分析管理が容易

④ クライアントのニーズにお答えするＥＤＩ方式対応

（建設系・医療系・製造系システム）
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・二次マニフェスト登録

2014年1月 ７０％ → 2016.4 ９０％

※ 検討中の処理業者に導入を依頼

・電子マニフェスト操作勉強会

２０１０年５月 JWNET システムバージョンアップでサブ番号活用

・専任業務→サブ番号活用し、全事務員が操作可能にする。

・電子マニフェスト普及拡大

・環境省目標 ２０１６年度 50％に拡大

・当社 ２０１３年12月現在 処分登録 22.82％

運搬登録 36.66％

6.電子マニフェストの課題

・今後の展開
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ご清聴ありがとうございました。

2014年2月4日 処理業者 加山興業株式会社

太田三恵子


